




要約:我々は平成 8 年度の研究で、開業小児科医に感冒などの病気で受診する患児・保護

者を対象とした、開業現場における任意のウイルソン病スクリーニングシステムの有用性

を報告した。平成 9 年度は開業医を前年の 8 医院から 20 医院に拡大してスクリーニング

を行つた。基本的なシステムに変更はなかったが、検査料金は検査の実費に開業医の手数

料を加え、 1 件あたリ 800 円とした。平成 8 年 8 月から平成 9 年 1 月までの 6 ヵ月間で

計 225 名が検査を受けた。が、今年度は前回の 53%にとどまった(前回は 6 ヵ月間で 427

名)。この原因として、開業医を受診する患者は固定層が多く前回スクリーニングですで

に受けてしまった割合が高かったこと、前回は検査料が 200 円だったが今回は 800 円だっ

たこと、ウイルソン病の知名度の低さなどが考えられる。今後は新規の開業医の参加促進

に加え総合病院小児科へのシステム導入を計り、スクリーニング対象の範囲を広げていく

必要があると思われる。


